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VEX/VIRTISの夜面 1.74umデータ解析による金星主雲層の鉛直広がりの研究

Investigation of vertical extension of Venus main cloud layer based on analysis of VEX/VIRTIS
1.74-um data
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　金星大気の「窓」（近赤外の 1-2.5ミクロンにある CO2吸収が相対的に弱い波長）で金星夜側ディスクを観測する手
法は、金星の分厚い雲を透して中・下層大気における物理・化学状態をリモートから調べるという可能性を開いた。2006
年 4月から金星周回をしている ESAの Venus Expressは、この「窓」をフルに活用する初めての周回機であるといえる。
VEX に搭載された VIRTIS（可視・近赤外・熱赤外の分光撮像装置）、中でもその中分散赤外線センサーは、これまでに
なかったクオリティで金星の中・下層大気のドラマティックな姿を見せてくれている。VIRTIS-M-IRは、一連の二次元ス
ペクトル（一つの次元はスリットに沿った空間方向、もう一つは波長分解能 10-nmの分散方向）を、金星面上をスリッ
トを動かしながら取得する。これにより得られるデータ・キューブには、多波長の金星画像が含まれることになる（ス
リットの全スキャンに要する時間は 20分程度のため、得られる画像はもちろん単純なスナップショットではない）。我々
は、軌道 344（2007年 3月 29日）において VIRTIS-M-IR が得たデータを解析し、金星の主雲層の空間的・時間的変化
について調べる。

　まず、VIRTIS-M-IRデータ・キューブに標準の画像補正を施しながら、波長 1.74ミクロン（「窓」の中心）画像と波
長 1.71ミクロン（窓中心をはずれ吸収の起きる波長）画像とを抽出した。そして、波長 1.71ミクロンにおけるフラック
ス（F1.71）と 1.74ミクロンにおけるフラックス（F1.74）との比を、各ピクセルについて求めた。この比は、主雲層の
中で起きる光多重散乱の性質を反映したものとなる。すなわち、雲粒子がまばらに存在していれば、多重散乱を受ける
ことによる光路長の増大が著しく、そのため CO2吸収を受け始める F1.71は急速に減少するゆえ比（F1.71 / F1.74）は
小さなものとなるのである。データに含まれるこの比を調べたところ、金星上には二つの顕著に異なる領域が存在する
ことが分かった。

　次に、光多重散乱を考慮した放射伝達計算（Adding Doubling法）を単純化したモデル大気（モード 2雲粒子からな
る単一の雲層）に適用し、解析を行った。その結果、リモートセンシングとしては初めて、金星の主雲層の物理的厚さ
が空間的に異なる様子を明らかにすることができた。大きな（F1.71 / F1.74）比をもつ領域は、小さな比をもつ領域に比
較して、主雲層の物理的厚さが 40%ほど薄いことを見出したのである。我々はさらに、他の観測日のデータ解析を続け、
金星のどこでどのように主雲層の厚さが変化するのかを調べている。こうした情報は、金星の中・下層大気における大
気の鉛直運動（金星大気の大循環に重要な情報）を示すものと期待される。


